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第
二
十
四
条
の
見
出
し
中
「
退
職
共
済
年
金
」
を
「
退
職
年
金
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
退
職
共
済
年
金
」

を
「
退
職
年
金
」
に
、「
第
四
十
一
条
第
一
項
」
を
「
第
三
十
九
条
第
一
項
」
に
改
め
、「
す
る
者
」
の
下
に「（
法
第
二

十
五
条
に
お
い
て
準
用
す
る
組
合
法
第
七
十
九
条
の
三
又
は
第
七
十
九
条
の
四
の
規
定
に
よ
る
一
時
金
に
つ
い
て
、

法
第
二
十
五
条
に
お
い
て
準
用
す
る
組
合
法
第
三
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
決
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
を
除

く
。）」
を
加
え
、
同
項
第
一
号
中
「
及
び
住
所
」
を
「
、
住
所
及
び
基
礎
年
金
番
号
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
を
次

の
よ
う
に
改
め
る
。

二

加
入
者
番
号
、
所
属
学
校
法
人
等
の
名
称
及
び
退
職
年
月
日

第
二
十
四
条
第
一
項
第
三
号
中
「
第
七
十
四
条
第
一
項
第
一
号
」
を
「
第
七
十
五
条
の
四
第
一
項
第
一
号
又
は
平

成
二
十
四
年
一
元
化
法
附
則
第
三
十
七
条
の
二
第
一
項
第
一
号
」
に
改
め
、「
、
そ
の
支
給
を
行
う
者
の
名
称
」
を
削

り
、
同
項
第
四
号
か
ら
第
六
号
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
二
十
四
条
第
四
項
か
ら
第
六
項
ま
で
を
削
り
、
同
条
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

（
整
理
退
職
の
場
合
の
一
時
金
の
決
定
の
請
求
）

第
二
十
四
条
の
二

法
第
二
十
五
条
に
お
い
て
準
用
す
る
組
合
法
第
七
十
九
条
の
三
の
規
定
に
よ
る
一
時
金
に
つ
い

て
、
法
第
二
十
五
条
に
お
い
て
準
用
す
る
組
合
法
第
三
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
決
定
を
受
け
よ
う
と
す
る

者
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
請
求
書
を
事
業
団
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

請
求
者
の
氏
名
、
生
年
月
日
、
住
所
及
び
基
礎
年
金
番
号

二

加
入
者
番
号
、
所
属
学
校
法
人
等
の
名
称
及
び
退
職
年
月
日

三

第
二
十
九
条
に
規
定
す
る
事
由
に
よ
り
解
雇
さ
れ
た
旨

四

払
渡
金
融
機
関
の
名
称
及
び
預
金
口
座
の
口
座
番
号

五

そ
の
他
必
要
な
事
項

２

前
項
の
請
求
書
を
提
出
す
る
場
合
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
併
せ
て
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

請
求
者
の
生
年
月
日
に
関
す
る
市
町
村
長
の
証
明
書
又
は
戸
籍
抄
本

二

第
二
十
九
条
に
規
定
す
る
事
由
に
よ
り
解
雇
さ
れ
た
旨
を
学
校
法
人
等
が
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
書

類
三

預
金
口
座
の
口
座
番
号
に
つ
い
て
の
当
該
払
渡
金
融
機
関
の
証
明
書
、
預
金
通
帳
の
写
し
そ
の
他
の
預
金
口

座
の
口
座
番
号
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類

四

そ
の
他
必
要
な
書
類

（
遺
族
に
対
す
る
一
時
金
の
決
定
の
請
求
）

第
二
十
四
条
の
三

法
第
二
十
五
条
に
お
い
て
準
用
す
る
組
合
法
第
七
十
九
条
の
四
の
規
定
に
よ
る
一
時
金
に
つ
い

て
、
法
第
二
十
五
条
に
お
い
て
準
用
す
る
組
合
法
第
三
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
決
定
を
受
け
よ
う
と
す
る

者
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
請
求
書
を
事
業
団
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

請
求
者
の
氏
名
、
生
年
月
日
、
住
所
及
び
基
礎
年
金
番
号
並
び
に
請
求
者
と
加
入
者
又
は
加
入
者
で
あ
つ
た

者
と
の
身
分
関
係

二

加
入
者
又
は
加
入
者
で
あ
つ
た
者
の
氏
名
、
生
年
月
日
、
基
礎
年
金
番
号
及
び
死
亡
し
た
年
月
日

四

過
去
に
法
第
二
十
五
条
に
お
い
て
準
用
す
る
組
合
法
第
七
十
九
条
の
三
の
規
定
に
よ
る
一
時
金
を
受
け
た
場

合
は
そ
の
旨

五

有
期
退
職
年
金
に
つ
い
て
、
法
第
二
十
五
条
に
お
い
て
準
用
す
る
組
合
法
第
七
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ

る
支
給
期
間
の
短
縮
の
申
出
又
は
法
第
二
十
五
条
に
お
い
て
準
用
す
る
組
合
法
第
七
十
九
条
の
二
第
一
項
の
規

定
に
よ
る
一
時
金
の
支
給
の
請
求
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
そ
の
旨

六

法
第
二
十
五
条
に
お
い
て
準
用
す
る
組
合
法
第
七
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
退
職
年
金
の
支
給
を
受
け

よ
う
と
す
る
者
（
法
第
二
十
五
条
に
お
い
て
準
用
す
る
組
合
法
附
則
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
退
職
年

金
の
決
定
の
請
求
を
既
に
行
つ
た
者
を
除
く
。）で
、
法
第
二
十
五
条
に
お
い
て
準
用
す
る
組
合
法
第
八
十
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
退
職
年
金
の
支
給
の
繰
下
げ
を
行
う
と
き
は
、
そ
の
旨

第
二
十
四
条
第
一
項
第
七
号
及
び
第
九
号
か
ら
第
十
三
号
ま
で
を
削
り
、
同
項
第
八
号
を
同
項
第
七
号
と
し
、
同

号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

八

法
第
二
十
五
条
に
お
い
て
準
用
す
る
組
合
法
附
則
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
退
職
年
金
の
支
給
を
繰

り
上
げ
て
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
そ
の
旨

第
二
十
四
条
第
一
項
第
十
四
号
中
「
預
金
通
帳
の
記
号
番
号
」
を
「
預
金
口
座
の
口
座
番
号
」
に
改
め
、
同
号
を

同
項
第
九
号
と
し
、
同
項
第
十
五
号
を
同
項
第
十
号
と
し
、
同
条
第
二
項
第
一
号
中
「
履
歴
書
」
を「
状
況
報
告
書
」

に
改
め
、
同
項
第
三
号
か
ら
第
六
号
ま
で
を
削
り
、
同
項
第
七
号
中
「
前
項
第
八
号
」
を
「
前
項
第
七
号
」に
改
め
、

同
号
を
同
項
第
三
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

四

預
金
口
座
の
口
座
番
号
に
つ
い
て
の
当
該
払
渡
金
融
機
関
の
証
明
書
、
預
金
通
帳
の
写
し
そ
の
他
の
預
金
口

座
の
口
座
番
号
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類

第
二
十
四
条
第
二
項
第
八
号
か
ら
第
十
号
ま
で
を
削
り
、
同
項
第
十
一
号
を
同
項
第
五
号
と
し
、
同
条
第
三
項
を

次
の
よ
う
に
改
め
る
。

３

第
一
項
の
請
求
書
を
提
出
す
る
者
が
、
同
時
に
厚
生
年
金
保
険
法
に
よ
る
老
齢
厚
生
年
金
の
裁
定
請
求
を
す
る

と
き
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
請
求
書
と
併
せ
て
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
と
さ
れ
た
書
類
の
う
ち
当
該
老
齢
厚
生
年
金
の
裁
定
請
求
書
に
添
え
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
第
一
項
の
請

求
書
に
併
せ
て
提
出
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
も
の
と
す
る
。

つ
い
て
は
、
第
一
項
中
「
第
二
十
条
第
一
項
第
二
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
十
条
第
一
項
第
十
二
号
」
と
、「
平
成

二
十
四
年
一
元
化
法
附
則
第
四
条
第
五
号
に
規
定
す
る
旧
国
共
済
法
の
組
合
員
期
間
」
と
あ
る
の
は
「
厚
生
年
金

保
険
制
度
及
び
農
林
漁
業
団
体
職
員
共
済
組
合
制
度
の
統
合
を
図
る
た
め
の
農
林
漁
業
団
体
職
員
共
済
組
合
法
等

を
廃
止
す
る
等
の
法
律
（
平
成
十
三
年
法
律
第
百
一
号
）
附
則
第
二
条
第
五
号
に
規
定
す
る
旧
制
度
農
林
共
済
法

の
組
合
員
期
間
」
と
し
、
同
号
に
規
定
す
る
障
害
基
礎
年
金
相
当
額
に
つ
い
て
は
、
第
二
項
中
「
第
二
十
条
第
一

項
第
二
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
十
条
第
一
項
第
十
四
号
」
と
す
る
。

（
併
せ
て
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
二
以
上
の
年
金
で
あ
る
給
付
に
加
算
額
等
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
厚
生
年
金
相

当
額
）

第
十
八
条
の
十
二

職
務
障
害
年
金
の
受
給
権
者
が
二
以
上
の
法
第
二
十
五
条
に
お
い
て
準
用
す
る
組
合
法
第
八
十

四
条
第
七
項
に
規
定
す
る
年
金
で
あ
る
給
付
を
併
せ
て
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
年
金

で
あ
る
給
付
が
第
十
八
条
の
十
第
一
項
に
規
定
す
る
加
算
額
等
若
し
く
は
同
条
第
二
項
に
規
定
す
る
加
給
年
金
額

（
同
条
第
四
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
年
金
加
算
額
等
」
と

い
う
。）が
支
給
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
ら
の
年
金
で
あ
る
給
付
の
合
計
額
は
、
年
金
加
算
額
等
（
こ

れ
ら
の
年
金
で
あ
る
給
付
が
施
行
令
第
七
条
に
お
い
て
準
用
す
る
組
合
法
施
行
令
第
二
十
条
第
二
号
、
第
五
号
、

第
八
号
か
ら
第
十
号
ま
で
又
は
第
十
二
号
に
該
当
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
年
金
加
算
額
等
と
第
十
八
条
の

十
一
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
（
同
条
第
四
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。）に
規
定
す
る
老

齢
基
礎
年
金
相
当
額
、
障
害
基
礎
年
金
相
当
額
又
は
遺
族
基
礎
年
金
相
当
額
と
の
合
計
額
）
を
当
該
こ
れ
ら
の
年

金
で
あ
る
給
付
の
額
の
合
計
額
か
ら
除
い
た
額
に
相
当
す
る
額
と
す
る
。

２

前
項
の
規
定
は
、
職
務
遺
族
年
金
の
受
給
権
者
が
法
第
二
十
五
条
に
お
い
て
準
用
す
る
組
合
法
第
九
十
条
第
七

項
に
規
定
す
る
年
金
で
あ
る
給
付
を
併
せ
て
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
二
十
条
中
「
年
金
受
給
権
者
」
を
「
退
職
等
年
金
給
付
の
受
給
権
者
」
に
改
め
、「
、
受
給
代
表
者
を
変
更
し
よ

う
と
す
る
と
き
」
を
削
り
、「
住
所
」
の
下
に
「
、
基
礎
年
金
番
号
」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
第
一
号
中「
戸
籍
抄
本
」

の
下
に「（
事
業
団
が
知
事
等
か
ら
本
人
確
認
情
報
の
提
供
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
に
限
る
。）」
を
加
え
、

同
項
第
二
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

二

預
金
口
座
の
口
座
番
号
に
つ
い
て
の
当
該
払
渡
金
融
機
関
の
証
明
書
、
預
金
通
帳
の
写
し
そ
の
他
の
預
金
口

座
の
口
座
番
号
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類

第
二
十
条
第
三
項
中
「
又
は
住
居
表
示
の
変
更
」
を
「
、
住
居
表
示
の
変
更
又
は
改
氏
名
」
に
改
め
、
同
条
第
五

項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

５

第
一
項
の
届
書
を
提
出
す
る
者
が
、
同
時
に
厚
生
年
金
保
険
法
に
よ
る
受
給
権
者
の
異
動
報
告
の
届
書
を
提
出

す
る
と
き
は
、
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
届
書
と
併
せ
て
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
た
書
類
の

う
ち
、
当
該
厚
生
年
金
保
険
法
に
よ
る
受
給
権
者
の
異
動
報
告
の
届
書
に
添
え
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
同
項
の
規

定
に
か
か
わ
ら
ず
、
第
一
項
の
届
書
に
併
せ
て
提
出
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
も
の
と
す
る
。

第
二
十
二
条
第
一
項
中
「
年
金
受
給
権
者
」
を
「
退
職
等
年
金
給
付
の
年
金
受
給
権
者
」
に
、「
退
職
共
済
年
金
の

受
給
権
者
が
六
十
五
歳
に
達
し
た
と
き
、
第
三
十
三
条
の
九
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
こ
と
と
な
る
と
き
及
び
退
職

共
済
年
金
又
は
障
害
共
済
年
金
の
受
給
権
者
が
死
亡
し
た
こ
と
に
よ
り
遺
族
共
済
年
金
」
を
「
職
務
障
害
年
金
を
受

け
る
権
利
を
有
し
て
い
た
者
が
死
亡
し
た
こ
と
に
よ
り
職
務
遺
族
年
金
」
に
、「
第
四
十
五
条
」
を
「
第
四
十
四
条
第

一
項
」
に
、「
相
続
人
」
を
「
者
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
を
削
る
。




		2015-09-29T21:13:31+0900
	C=JP, O=National Printing Bureau, CN=Vice President
	国立印刷局
	（なし）




